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13-Hydroxy-15-oxozoapatlin の合成研究
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【目的】最近，当研究室では SmI2を用いた転位反応によるビシクロ[3.2.1]オクタ
ン環構築法 1) , 及び連続環化反応によるγ-ラクトン環を有する多環状骨格の構築
法 2)	
 を開発した．今回, これらの骨格構築法を適用して, 抗腫瘍活性を持つ転位
カウラン類 13-hydroxy-15-oxozoapatlin (1) の合成研究を行った． 
【結果】Wieland-Miescher ketone (2) の選択的な還元, アレンとの光環化付加反応
で得た 3 に対して, SmI2による転位反応を行い，一挙に 1 の CD環部を構築した．
続いて 6 員環の酸化開裂を伴う上下側鎖の形成を行い，ケトン, エステル, α,β-不
飽和エステルを有する連続環化反応前駆体 6 へと導いた．現在, 6の連続環化反応
による AB環部構築を経由した 1の全合成について検討中である.  
  


